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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
か
ら
手
軽
に
書
籍
な
ど

を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
図
書
館
を
利
用
し
な
く
て
も
、

手
軽
に
書
籍
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
影
響
な
ど
で
、
市
民
図
書
館

で
も
平
成
22
年
度
に
年
間
9
万
４
１
４

冊
あ
っ
た
本
の
貸
出
冊
数
が
、
平
成
24

年
度
に
は
、
7
万
９
５
６
９
冊
と
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

本
離
れ
な
ど
が
進
む
中
、
市
民
図
書

館
で
は
、
多
く
の
人
に
図
書
館
を
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
、
本
来
の
図
書
館
の

機
能
と
は
別
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
20
年
度
に
、
年
間

3
万
２
３
６
２
人
だ
っ
た
利
用
者
数

は
、
平
成
24
年
度
に
は
、
3
万
９
０
３

４
人
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

市
民
図
書
館
に
は
、
一
般
図
書
約

10
万
冊
、
児
童
図
書
約
4
万
冊
、
視
聴

覚
資
料
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
）
約
５
０
０
０
本

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

利
用
し
や
す
く
便
利
な
図
書
館

本
離
れ
が
進
む
中

増
え
続
け
る
図
書
館
利
用
者

魅力溢れる
図書館へ行こう

　近年、情報機器の発達などにより、図書館で本を借りなくても、
手軽に携帯電話などで電子書籍を読むことができるようになりまし
た。本離れなどで、えびの市民図書館では、年々、図書の貸出件数
が減少しています。そんな中、市民図書館の利用者は、年々、増加
しています。市民図書館では、読書以外の楽しみを見つけるための
場所を目指して、さまざまな取り組みが行われています。
　今月の特集では、利用者の増える市民図書館の魅力に迫ります。

①カウンターで本を借りる利用者②若者に人気の本が並
ぶヤングコーナー③市内を巡回するブックランド号④
ブックポストは市内 6 か所に設置されています

　

視
聴
覚
資
料
は
、
図
書
館
で
鑑
賞
で

き
ま
す
。
一
部
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い

ま
す
。
学
習
机
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
読
書

以
外
の
利
用
が
可
能
で
す
。
読
み
た
い

本
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に
見
つ
け
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
探
し
て
い
る
本

が
貸
出
中
だ
っ
た
場
合
や
図
書
館
に
置

い
て
な
い
場
合
は
、
本
の
予
約
や
図
書

館
に
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

　

視
覚
障
害
を
抱
え
て
い
る
人
に
は
、

録
音
図
書
を
郵
送
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
活
字
が
小
さ
く
て
本
が
読
み
づ
ら

い
と
い
う
人
は
、
大
活
字
本
や
拡
大
鏡

で
本
が
読
め
ま
す
。

　

図
書
館
へ
の
移
動
手
段
が
な
い
と
い

う
人
な
ど
は
、
移
動
図
書
館
巡
回
車

ブ
ッ
ク
ラ
ン
ド
号
で
本
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ラ
ン
ド
号
は
、

定
期
的
に
、
市
内
14
か
所
を
巡
回
し
て

い
ま
す
。
搭
載
し
て
い
る
本
は
、
絵
本

や
実
用
書
な
ど
約
２
５
０
０
冊
で
す
。

　

本
を
借
り
て
も
本
を
返
し
に
行
く
の

が
面
倒
と
い
っ
た
理
由
で
図
書
館
を
利

用
し
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
借
り
た
本
は
、
市
内
6
か
所
（
市

民
図
書
館
玄
関
横
、
飯
野
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
飯
野
駅
前
地
区
体

育
館
、
上
江
地
区
体
育
館
、
え
び
の
市

役
所
正
面
、
真
幸
出
張
所
）
に
設
置
し

て
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
で
も
返
却
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①

②

④

③
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市
民
図
書
館
に
は
、
子
育
て
を
し
て

い
る
人
か
ら
「
子
ど
も
に
ど
ん
な
本
を

読
ま
せ
て
あ
げ
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
相
談
が
よ
く
寄
せ
ら
れ

ま
す
。
市
民
図
書
館
で
は
、
そ
う
い
っ

た
悩
み
な
ど
の
解
消
や
子
ど
も
に
と
っ

て
、
人
生
で
初
の
本
と
の
出
会
い
に
な

れ
ば
と
、「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
は
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
1
歳
児
健
康
診
断

の
あ
と
に
、
保
護
者
と
子
ど
も
に
絵
本

を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
配
布
す

る
絵
本
は
全
部
で
5
種
類
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
好
き
な
も
の
を
1
つ
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
者
か
ら
は
、

「
取
り
組
み
を
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。

助
か
り
ま
す
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き

ま
す
。

　

幼
少
期
か
ら
本
に
慣
れ
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、
毎
週
土
曜
日
に
は
、
児
童

コ
ー
ナ
ー
（
お
と
ぎ
の
く
に
）
で
、
市

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
「
お
は
な

し
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
訪
れ
た
保
護
者
と
子
ど
も

に
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
感
情
を
込
め
て
子
ど

も
に
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
で
、

子
ど
も
の
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

童
謡
で
は
、
保
護
者
と
子
ど
も
が
リ
ズ

子
育
て
を
支
援
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
提
供

魅
力
あ
る
サ
ー
ビ
ス
で

図
書
館
フ
ァ
ン
が
急
増
中

おはなし会ではボランティアとして飯野高校生も参加します

　

市
民
図
書
館
の
魅
力
や
情
報
を
発
信

す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
に
最
新
の
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

様
子
、
最
新
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
新
刊

情
報
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
6
月
か
ら
始
め
た
、
え
び
の
市
民

図
書
館
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
、
イ
ベ

ン
ト
の
告
知
や
出
来
事
な
ど
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
市

民
図
書
館
で
は
、
年
々
、
利
用
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
付
加
価
値
を
付
け
た

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
で
、本
を
読
む
、

借
り
る
以
外
で
の
図
書
館
フ
ァ
ン
を
増

や
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
、
魅
力
溢
れ
る
市
民
図
書
館

に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
え
び
の
市
民
図
書
館

☎
35
‐
０
２
４
２

ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
な
ど
、
保

護
者
も
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

　

会
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
児
童
コ
ー

ナ
ー
で
は
、参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、

楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
保
護
者
は
、

子
育
て
の
情
報
交
換
を
す
る
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

■主な図書館のイベント

市民図書館に入ってすぐのところには、特集のコーナー
があります。毎月テーマを決めて、職員が厳選したお勧
めの本を展示しています。特集コーナーを楽しみに、毎
月、来館する人もいます。

毎月、第4金曜日に午前9時45分から午前11時に精神障
がい者当事者会“ふら～っと”とえびの市ひかり家族会が
図書館の利用者にコーヒーの提供と、菜の花堂作業所が
パンの販売を行っています。

毎年2回、図書館の蔵書から外れた本を無料で配布して
います。市内で行われているイベントなどでもブック
ランド号を利用して処分展を行っています。開催日は、
ホームページ等でお知らせします。

●特集

●喫茶ふら～っと

●除籍本の処分展

※市民図書館では、これ以外にもさまざまな魅力あ
るイベントを開催しています。

　図書館は、ただ読書をするだけの場ではありませ
ん。読書だけでなく、いろいろな楽しさを発見でき
る場所です。市民図書館では、読書以外の楽しさを
見つけることができる活動をたくさん行っています。
　気軽に市民図書館に立ち寄って、自分なりの楽し
さを見つけてみませんか。

　市民図書館には、図書館司書が 3 人います。図
書館の本の選定などは、私たちが行っています。
　図書館で調べものなどをする時には、必要な本
がどこにあるか案内をします。本の内容で難しい
ところがあれば、簡単に説明もします。探し物が
ある時は、気軽に声をかけてください。

図書館司書

田平真由美さん

図書館長

荒谷貴宏さん

読書以外にも楽しさがあります

Interview

気軽に声をかけてください

図書館の館長と司書に図書館の魅力を聴
きました。
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国
際
交
流
都
市
と
し
て
20
年

宝
く
じ
助
成
で
中
国
留
学
生
交
流
活
動
20
周
年
事
業

　

市
で
は
、
平
成
6
年
度
に
市
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
し

た
。
こ
の
建
設
を
機
に
「
国
際
交

流
の
ま
ち
」
と
し
て
、
国
際
交
流

活
動
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
、
国
際

交
流
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
市
民
団
体
の
え
び
の
市
国
際
交

流
協
会
が
あ
り
ま
す
。
同
協
会
は
、

中
国
留
学
生
交
流
活
動
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
の
異
文
化
交
流
な
ど
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

9
月
24
日
か
ら
26
日
、
同
協
会

は
、
中
国
伝
統
芸
能
団
を
え
び
の

市
に
招
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
協
会
が
え
び
の
市

の
中
国
留
学
生
交
流
20
周
年
を
記

念
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
、
中

国
の
伝
統
芸
能
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
お
う
と
、
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成

事
業
を
活
用
し
て
招
い
た
も
の
で

す
。

　

日
章
学
園
九
州
国
際
高
校
で
は
、

毎
年
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
今
回
招
か
れ
た
同
団

は
、
留
学
生
の
出
身
地
で
あ
る
長

春
市
に
あ
る
中
国
吉
林
省
芸
術
大

学
の
学
生
な
ど
12
人
で
す
。

　

中
国
伝
統
芸
能
団
は
、
24
日
、

市
役
所
で
市
長
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
25
日
、
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
中
国
伝
統
芸
能
公
演

&
交
流
の
夕
べ
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
公
演
で
は
、
楽
器
の
演
奏

や
民
族
舞
踊
な
ど
を
披
露
し
ま
し

た
。
来
場
者
5
8
0
人
は
、
中

国
の
伝
統
芸
能
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
市
内
小
中
学

校
な
ど
で
も
伝
統
芸
能
を
披
露
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

※
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
の
国
際
化
の
推

進
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
等
に

対
し
て
助
成
を
行
い
、
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
な
ど
に
寄
与
す
る

た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表

　

市
で
は
、
財
政
の
健
全
化
判
断

比
率
な
ど
を
算
定
し
ま
し
た
の
で

公
表
し
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
決
算
に
基
づ

い
て
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不

足
比
率
を
毎
年
度
算
定
し
ま
す
。

算
定
後
は
、
監
査
委
員
の
審
査
を

受
け
た
う
え
で
、議
会
に
報
告
し
、

住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て
は

早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基

準
、
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は

経
営
健
全
化
基
準
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
基
準
を
1
つ
で
も
上

回
っ
た
場
合
、
財
政
運
営
の
健
全

化
を
図
る
た
め
の
計
画
策
定
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
課
さ
れ
ま
す
。

【
え
び
の
市
の
状
況
】

　

市
の
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金

不
足
比
率
と
も
に
、
基
準
を
下
回

り
ま
し
た
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、
健
全
な
財

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

えびの市の健全化判断比率と資金不足比率
◎健全化判断比率

健全化判断比率 えびの市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 ―（※ 1） 14.28％ 20.00％

②連結実質赤字比率 ―（※ 2） 19.28％ 30.00％

③実質公債費比率 4.4％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 ―（※ 3） 350.0％

（※１、※２）①の実質赤字比率と②の連結実質赤字比率が「―」となっているのは、実質赤字額や連結実質赤字額がないため、
比率が「ない」ことを示しています。

（※３）「将来負担比率」の「―」は、将来負担比率が算定されず、現時点における将来支払うべき負担（市債の残高等）が、
将来の財政を圧迫する可能性が低いことを示しています。

◎資金不足比率

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ― 20.0％

病院事業会計 ― 20.0％

観光特別会計 ― 20.0％

　平成 25 年度決算に基づき、健全化判断比率を算定した結果、比率は以下のとおりとなり、いずれの
指標についても、早期健全化基準（財政状況が悪化した場合に、財政の早期健全化を図るべき基準）を
下回りました。

　平成 25 年度決算に基づき、各公営企業における資金不足比率を算定した結果、資金不足を生じた公営
企業はないため、比率は「ない」こととなりました。

問市財政課財政係　☎35-1111（内線381）

【用語の説明】
標準財政規模：財源の使途が特定されずどのような経費に
も使用することができる一般財源（市税・地方交付税等）
の標準的な規模を表すもので、えびの市の場合は、平成 25
年度で約 64 億円

実質公債費比率：平成 25 年度に支払った一般会計の借金返
済額等の標準財政規模に対する割合

将来負担比率：将来、市が支払う負担（市債務残高等）の
標準財政規模に対する割合

資金不足比率：各公営企業の事業規模に対する資金不足額
の割合

実質赤字比率：標準財政規模に対する一般会計の赤字の割
合
連結実質赤字比率：標準財政規模に対する全会計の赤字の
割合

市長を訪問した中国伝統芸能団

宝くじのマスコット

中国の伝統的な音楽が披露されました

「変面」と呼ばれる演技を披露

【おわびと訂正】広報えびの 9 月号で、耕作者集積協力金の表中の単位「a
（アール）」を「ha（ヘクタール）」としていました。おわびして、訂正します。
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CIVIC NEWS
市政ニュース

　

市
で
は
、
市
外
在
住
者
が
え
び

の
市
で
、
住
居
探
し
、
就
職
活
動

な
ど
の
た
め
に
市
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
に
宿
泊
し
た
場
合
、
滞
在
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
移
住
対
策
の
1
つ
と

し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

市
外
在
住
の
親
族
・
友
人
・
知

人
が
、え
び
の
市
内
で
住
居
探
し
、

就
職
活
動
な
ど
の
た
め
に
市
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
場
合

は
、助
成
金
が
あ
る
こ
と
を
ぜ
ひ
、

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
・
問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
２
１
）

お
試
し
滞
在
助
成
金

ご
利
用
く
だ
さ
い

辞令を受ける上谷川主事

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
を
支
援
す
る
た
め
、
市
職
員

1
人
を
宮
城
県
南
三
陸
町
に
派
遣

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
宮
崎
県
市

長
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
平
成
24

年
10
月
か
ら
県
内
九
市
が
リ
レ
ー

方
式
で
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

今
回
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
市
福

祉
事
務
所
の
上
谷
川
幸
一
主
事
で

す
。

　

派
遣
期
間
は
、
10
月
1
日
か
ら

平
成
27
年
3
月
31
日
で
す
。
南
三

陸
町
役
場
で
、
生
活
保
護
に
関
す

る
相
談
・
申
請
等
の
事
務
、
災
害

が
発
生
し
た
際
の
要
援
護
者
の
支

援
お
よ
び
台
帳
管
理
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

9
月
26
日
、
市
役
所
で
被
災
地

派
遣
職
員
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

村
岡
市
長
は
、「
半
年
と
い
う

短
い
期
間
で
す
が
、
被
災
者
の
た

め
に
、
業
務
に
励
ん
で
く
だ
さ

い
」、
上
谷
川
主
事
は
、「
少
し
で

も
被
災
者
の
力
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

被
災
地
を
人
的
支
援

宮
城
県
南
三
陸
町
へ
職
員
を
派
遣

防疫の徹底をお願いします

※詳しくは、市企画課政策係に連絡ください。 市国際交流センターの宿泊部屋

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
し

や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
26
年
4
月
13
日
、
熊
本
県
球
磨

郡
多
良
木
町
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た
。

近
隣
諸
国
で
も
散
発
的
に
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

防
疫
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
鳥
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら
】

○
家
畜
の
鳥
に
異
常
（
続
け
て
死

亡
し
た
な
ど
）
が
あ
る
と
き
は
、

最
寄
り
の
家
畜
保
健
衛
生
所
か
、

市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
死
亡
し
た
野
鳥
を
発
見
し
た
場

合
は
、
最
寄
り
の
農
林
振
興
局
か
、

市
農
林
整
備
課
林
務
係
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
２
２
）

問
市
農
林
整
備
課
林
務
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
２
２
１
）

問
都
城
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
９
８
６
‐
62
‐
５
１
５
１

問
西
諸
県
農
林
振
興
局
林
務
係

☎
23
‐
４
７
２
５

防
ご
う
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

防
疫
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

和太鼓セットを受け取った子どもたち

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
の
助
成
を
活
用
し
、

和
光
幼
稚
園
に
和
太
鼓
セ
ッ
ト
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
の
は
、
平
太
鼓
セ
ッ

ト
、
締
太
鼓
セ
ッ
ト
、
当
り
か
ね

で
す
。
和
太
鼓
セ
ッ
ト
は
、
運
動

会
や
防
災
・
防
犯
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
使
わ
れ
、
防
災
啓
発
普
及

活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

和
光
幼
稚
園
の
友
清
潤
園
長
は

「
大
切
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
引
き
渡
し

式
は
、
9
月
22
日
、
和
光
幼
稚
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

育
成
や
防
火
思
想
の
普
及
啓
発
な

ど
を
目
的
と
し
た
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

防
災
教
育
に
役
立
て
ま
す

宝
く
じ
助
成
で
和
太
鼓
セ
ッ
ト
を
整
備

○助成金の内容と手続方法

助成内容

１人あたり1泊使用料の2分の1以
内で、最大５泊分までを助成しま
す。また、同行者１人までを助成
の対象とします。

対象施設 市国際交流センター

手続方法

①個人で対象施設に予約してくだ
さい。（☎35-3211）
②利用する15日前までに「えびの
市お試し滞在助成金交付申請書」
に現住所を証明できる書類の写し

（免許証等）を添えて提出してく
ださい。
③市から「交付決定通知書」を送
付します。
④宿泊代は、全額を対象施設に支
払いください。
⑤助成対象活動が終了後に「えび
の市お試し滞在助成金活動報告書
兼宿泊証明書」と「えびの市お試
し滞在助成金請求書」を市に提出
してください。
⑥指定した口座へ助成金をお支払
いします。

宝くじのマスコット
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9
月
14
日
、
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
、「
シ
バ

フ
d
e
フ
リ
マ
3
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
市
内
外

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ

の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
に
は
、
約
40
店
も
の
店
が

並
び
、
市
内
外
か
ら
約
１
６
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
飯
野
高
校
生

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
、
ご

当
地
キ
ャ
ラ
の
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
7
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
え
び
の
サ
ッ
カ
ー
講
演
会
が
行

わ
れ
、
約
２
５
０
人
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
東
京

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
代
表
取
締

役
社
長
の
阿
久
根
謙
司
さ
ん
が
招

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
え
び
の
サ
ッ
カ
ー
選

手
を
育
て
る
会
の
主
催
で
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
阿
久
根
さ
ん
は
、

『
木
の
上
に
立
っ
て
み
ま
し
ょ
う
』

の
演
題
で
講
演
。「
選
手
自
ら
が

考
え
て
行
動
す
る
『
自
立
』
が
大

事
で
あ
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
21
日
、
真
幸
ア
リ
ー
ナ
で

「
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
市

内
外
か
ら
約
3
8
0
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
市
民
と
外
国
人
と
の
交
流

の
場
と
し
て
、
市
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

料
理
な
ど
の
販
売
の
ほ
か
、
外
国

人
6
人
と
日
本
人
1
人
が
参
加
し

た
国
際
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

は
、
歌
い
終
わ
る
た
び
に
拍
手
が

鳴
り
響
き
ま
し
た
。

　

9
月
27
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
第

23
回
自
治
会
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
会
対
抗
の
部
に
は
、
市
内
4
地

区
の
代
表
12
人
が
参
加
。
一
般
参
加
の

部
に
は
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
各
地
区
の
代
表
を
応
援

　

9
月
14
日
、
西
長
江
浦
地
区
、
え
び

の
高
原
キ
ャ
ン
プ
村
な
ど
で
里
山
交
流

イ
ベ
ン
ト
「
森
と
農
の
あ
る
く
ら
し
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
の
森
で
の
体
験
を
つ

う
じ
て
、
森
の
大
切
さ
を
学
び
、
森
づ

く
り
に
携
わ
る
人
を
増
や
そ
う
と
、
え

芝生でフリーマーケット

多様なイベントで大にぎわい

えびのサッカー講演会

Ｊリーグとの交流を目指して

国際交流フェスティバル

カラオケで交流を深める

地域の“のど自慢”が集結

森と農業の関わりを学ぶ

第23回自治会対抗カラオケフェスティバル

里山交流イベント「森と農のあるくらし」

し
よ
う
と
、
約
５
６
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
多
く
の
声
援
を
受

け
、
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

団
体
の
部
で
は
、
2
年
連
続
で
西
部

自
治
会
が
優
勝
。
個
人
の
部
で
は
、
上

浦
自
治
会
の
堀
義
雄
さ
ん
が
優
勝
を
し

ま
し
た
。

び
の
森
林
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
主
催

で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
内
外
か
ら
の
参
加
者
約
20
人
は
、

里
芋
収
穫
な
ど
の
農
業
体
験
や
林
業
機

械
の
見
学
、
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
な

ど
で
、
森
と
農
業
の
関
わ
り
を
学
び
ま

し
た
。

　

9
月
28
日
、
東
川
北
地
区
の
市

有
林
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
下

草
刈
り
な
ど
の
環
境
活
動
を
つ
う

じ
て
、
森
の
大
切
さ
を
学
び
、
次

世
代
に
健
全
な
森
を
残
そ
う
と

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
え
び
の
」
の
主
催
で
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
約
50
人
は
、
下
草
刈

り
作
業
の
あ
と
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

７
０
０
本
を
植
え
ま
し
た
。

　

あ
る
参
加
者
は
、「
植
え
た
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
に
花
が
咲
く
の
が
待
ち

遠
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

豊かな森林づくり活動

森の大切さを下草刈りで学ぶ
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催
し
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　
「
私
た
ち
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
」
と
話
す
の
は
、
飯
野
高
校
生

活
情
報
科
の
小
林
ゆ
か
里
さ
ん（
中
島
）で
す
。

　

生
活
情
報
科
の
3
年
生
は
、
9
月
14
日
に

市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
シ
バ

フ
d
e
フ
リ
マ
3
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

飯
野
高
校
生
活
情
報
科
で
は
3
年
生
に
な

る
と
、
3
年
間
学
ん
で
き
た
こ
と
の
集
大
成

と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
衣
装
を
作
り
、
文

化
祭
で
披
露
し
て
い
ま
す
。文
化
祭
以
外
で

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
、
今
回
が
初
め

て
で
す
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
依
頼
を
受
け
た

生
徒
た
ち
は
、
参
加
を
す
ぐ
決
め
た
そ
う
で

す
。「『
生
活
情
報
科
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
』
と
、

み
ん
な
の
気
持
ち
は
1
つ
で
し
た
」
と
小
林

さ
ん
。

　

本
番
で
は
、
予
想
以
上
の
来
客
。
驚
き
、

緊
張
と
ワ
ク
ワ
ク
感
の
中
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
ラ
ン
ウ
ェ

イ
を
歩
く
た
び
に
歓
声
が
聞
こ
え
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」
と
境
由
紀
さ
ん
（
中
原
田
）

は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
振
り
返
り
ま
す
。

活
躍
す
る
生
活
情
報
科

　

飯
野
高
校
生
活
情
報
科
の
3
年
生
は
34

人
で
す
。生
活
情
報
科
で
は
、
被
服
や
食
物
、

情
報
処
理
な
ど
の
専
門
的
な
教
科
を
学
び

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
市
内
の
企
業
や
団
体

が
運
営
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
す
る
な
ど
地
域
貢
献
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
2
月
と
4
月
に
は
地
産
地
消
を
P
Ｒ

す
る
た
め
、
生
徒
た
ち
が
考
案
し
た
『
え
び

の
産
の
米
粉
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
』
を
道
の

駅
え
び
の
で
無
料
配
布
し
ま
し
た
。「
ク
ッ

キ
ー
を
食
べ
た
お
客
さ
ん
か
ら
、『
す
ご
く

お
い
し
い
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
や
っ
て
よ

か
っ
た
で
す
」
と
小
林
さ
ん
は
笑
顔
で
す
。

続
け
た
い
地
域
貢
献
活
動

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
参
加
し
た
生
徒

た
ち
は
、
地
域
貢
献
活
動
の
大
切
さ
を
肌
で

飯野高等学校生活情報科
一緒に地域を盛り上げたい

①純白のドレスに身を包む境由紀さんをエス
コートする出石めぐみさん。②映画の登場人物
をイメージした衣装に身を包む本川瑠美さん。
③緊張したおももちでステージを歩く山本悠渚
さん。④ファッションショーでは、手づくりの
衣装と生徒たちが考えた振り付けなどが披露さ
れました。

⑤フラワーアレン
ジメントの授業を
受ける男子生徒。
⑥調理実習ではだ
ご汁づくりに挑戦。

感
じ
た
そ
う
で
す
。「
地
域
貢
献
活
動
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。私
た

ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
少
し
で
も
え

び
の
市
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
小

林
さ
ん
は
え
び
の
市
へ
の
熱
い
思
い
を
話
し

ま
す
。

　
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
、
私
た
ち
の

代
で
、
終
わ
ら
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
っ

か
り
と
後
輩
た
ち
に
引
き
継
ぎ
、
飯
野
高
校

生
活
情
報
科
の
伝
統
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
境
さ
ん
は
後
輩
に
夢
を
た
く
し
ま

す
。

　

飯
野
高
校
は
、
生
活
情
報
科
だ
け
で
な
く
、

学
校
全
体
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
貢
献
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。市
民
一
丸
と
な
っ
て
飯

野
高
校
を
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
。

①

④

⑤

⑥

②③
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鹿児島空港から見た霧島山

写真愛好家の閏民子さん

　

6
月
号
か
ら「
霧
島
七
景
」
と

題
し
、
環
霧
島
圏
域
の「
霧
島
山

絶
景
ポ
イ
ン
ト
」な
ど
を
リ
レ
ー

形
式
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。今
月

は
、霧
島
市
で
す
。

　
「
霧
島
市
に
は
南
九
州
の
空
の

玄
関
口
で
あ
る
鹿
児
島
空
港
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
見
る
霧
島

山
は
四
季
ご
と
に
移
り
変
わ
る

多
彩
な
表
情
の
ほ
か
に
特
別
な

表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
写
真
愛
好
家
の
閏う

る
う

民
子

さ
ん
で
す
。

　

閏
さ
ん
は
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
写
真
愛
好
家
が
作
品
を
寄
せ

る
「
き
り
し
ま
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
多
く
の
入
賞
経
験
が
あ
り

ま
す
。
写
真
歴
は
9
年
で
、
地
元

か
ら
見
え
る
霧
島
山
や
桜
島
の

姿
を
撮
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
空
港
は
霧
島
市
溝
辺

町
の
台
地
に
あ
り
ま
す
。
周
辺
に

は
茶
畑
が
広
が
り
、
視
界
を
さ
え

ぎ
る
建
物
な
ど
が
な
い
た
め
、
展

望
デ
ッ
キ
か
ら
は
一
面
に
連
な
る

霧
島
山
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
「
空
港
は
出
会
い
と
別
れ
の
ド

ラ
マ
が
あ
る
場
所
で
す
。
雄
大
な

霧
島
山
を
背
景
に
飛
び
立
つ
飛

行
機
と
、
そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
で
見
送
る
人
々
の
姿
が
重
な

り
、
霧
島
市
で
し
か
見
ら
れ
な
い

霧
島
山
の
特
別
な
表
情
が
生
ま

れ
ま
す
。
出
会
い
と
別
れ
を
そ
っ

と
見
守
る
ふ
る
さ
と
の
山
が
私
た

ち
の
『
霧
島
山
』
で
す
」

　

霧
島
市
に
訪
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ

空
港
か
ら
望
む
特
別
な
霧
島
山

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
霧
島
市
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

グ
ル
ー
プ

☎
０
９
９
５
‐
64
‐
０
９
３
４

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

●野 菜のモズク和え

【紹介者】男の腕まくり料理教室の皆さん

時間がないときなどに手軽に作れる一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.77

レシピ

【材料】（2人分）
キュウリ 1本、オクラ 4本、太
モヤシ 1/2袋、ミニトマト 4個、
味付けモズク 2パック（140g ）

【作り方】
① キ ュ ウ リ は 薄 切 り に す る 。
② オ ク ラ は さ っ と ゆ で て 、 小 口 切 り に す る 。
③ 太 モ ヤ シ は 、 水 か ら 入 れ て ゆ で 、 ゆ で あ が っ た
ら 水 気 を 絞 っ て お く 。
④ ミ ニ ト マ ト は 4 つ 切 り に す る 。
⑤ ボ ウ ル に 材 料 ① ～ ④ と 、 味 付 け モ ズ ク を 入 れ て
混 ぜ 合 わ せ る 。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
男

の
腕
ま
く
り
料
理
教
室

の
皆
さ
ん
が
作
っ
た「
野
菜
の

モ
ズ
ク
和
え
」で
す
。

　

野
菜
の
モ
ズ
ク
和
え
は
、市

販
の
味
付
け
モ
ズ
ク
と
野
菜

を
和
え
る
だ
け
な
の
で
手
軽

に
作
れ
ま
す
。普
段
不
足
し
が

ち
な
野
菜
を
簡
単
に
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、余
計

な
調
味
料
を
入
れ
な
い
こ
と

で
す
。市
販
の
モ
ズ
ク
酢
の
味

だ
け
で
十
分
お
い
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
和
え

る
こ
と
で
、自
分
好
み
の
モ
ズ

ク
和
え
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ご
家
庭
で
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

※
「
平
成
25
年
度
み
や
ざ
き
の
野
菜
た

ち
を
食
卓
へ
」の
レ
シ
ピ
参
照

都城市

�都城市環境政策課　☎0986-23-2130

都城市第9回環境まつり
● 日時＝10月25日（土）※雨天決行
● 時間＝午前10時～午後4時
●�場所＝都城市リサイクルプラザ「さいせい館」
● 内容＝環境にちなんだ展示や体験コーナー、リサイク
ル品の抽選販売など

曽於市

弥五郎どん祭り
● 開催日＝11月3日（月）
● 時間＝午後1時～午後
5時

●�場所＝岩川八幡神社
周辺

●�内容＝弥五郎どんふ
れ太鼓、弥五郎どん
浜下り、武道大会、市
中パレード、文化祭
展示（短歌、俳句、書
道、短歌）、芸能大会
など

�曽於市商工会大隅支所　☎0994-82-1432



17  Ebino City Public Relations, 2014.10 16広報

　

私
は
、
え
び
の
市
に
移
住
し
て
1
年

半
に
な
り
ま
す
。加
久
藤
中
学
校
正
門

前
の
え
び
の
市
鹿
協
会
で
、
下
牟
田
盛

利
会
長
の
指
導
の
下
、
有
害
鳥
獣
と
し

て
駆
除
さ
れ
た
シ
カ
の
皮
と
肉
を
有
効

利
用
し
た
製
品
の
開
発
や
販
路
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
で
、
昨
年
度
に
有
害
鳥
獣

と
し
て
駆
除
さ
れ
た
シ
カ
は
、
約
１
０

０
０
頭
で
し
た
。そ
の
ほ
と
ん
ど
が
廃

棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
協
会
で
は
、
そ

の
駆
除
さ
れ
た
シ
カ
の
皮
と
肉
を
使
っ

　

皆
さ
ん
は
、
こ
こ
ろ（
精
神
）の
病
気

を
自
分
も
か
か
り
う
る
身
近
な
病
気
と

し
て
考
え
て
い
ま
す
か
。
精
神
疾
患
は
、

糖
尿
病
や
高
血
圧
と
同
じ
で
誰
も
が
か

か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
生
涯
を
つ

う
じ
て
5
人
に
1
人
は
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
3
年
ご
と
に
全
国
の

医
療
機
関
に
対
し
て
行
っ
て
い
る「
患

者
調
査
」に
よ
る
と
、
精
神
疾
患
で
医

療
機
関
に
か
か
っ
た
患
者
数
は
、
平
成

8
年
に
は
２
１
８
・
１
万
人
、
平
成
23

て
い
ま
す
。

　

シ
カ
の
皮
か
ら
は
、
財
布
や
小
物

入
れ
、
バ
ッ
ク
な
ど
、
約
30
種
類
の
シ

カ
革
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。製
品
は
、

道
の
駅
え
び
の
、
え
び
の
高
原
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
、
宮
崎
県
物

産
振
興
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

肉
は
、
ロ
ー
ス
と
モ
モ
肉
ブ
ロ
ッ
ク

で
の
販
売
や
、
シ
カ
味
噌
、
シ
カ
の
竜

田
揚
げ
な
ど
に
加
工
し
て
い
ま
す
。シ

カ
の
肉
と
加
工
品
は
、
道
の
駅
え
び
の

で
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
こ
の
取

り
組
み
は
珍
し
く
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
団
体
が
視
察
に
訪
れ
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
活
動
は
、
行
政
と
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
同
協

会
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
応
援

し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

山
の
恵
、
自
然
か
ら
の
贈
り
物
で
あ

る
シ
カ
を
あ
り
が
た
く
有
効
利
用
し
、

皆
さ
ん
の
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
製
品
の
開
発
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
文
：
山
中 

絵
里
隊
員

34
・
0
か
月
と
約
2
倍
か
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
精
神

疾
患
は
自
分
や
身
近
な
人
も
か
か
り
う

る
病
気
だ
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
気
に

な
る
と
き
に
は
早
め
に
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
た
り
、
精
神
科
等
を
受
診
し

た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
健
康
保
険
課
で
は
、
う
つ
病
な
ど

の
精
神
疾
患
へ
関
心
や
理
解
を
促
す
た

め
の
啓
発
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
：
田
村
保
健
師

地域おこし協力隊の活動紹介

地域おこし活動 いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  b u i l d i n g

こ
こ
ろ
の
病
気
は
、早
期
発
見
・
治
療
が
大
切

有
害
鳥
獣
の
シ
カ
で
地
域
お
こ
し

シカ革製品を開発する下牟田会長と山中隊員

年
に
は
３
２
０
万
人
と
増
加
し
て
い
ま

す
。
内
訳
で
は
、
多
い
順
に
、
う
つ
病
、

統
合
失
調
症
、
不
安
障
害
、
認
知
症
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
近
年
う
つ

病
や
認
知
症
な
ど
が
著
し
く
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

精
神
疾
患
も
身
体
の
病
気
と
同
じ
よ

う
に
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で

す
。
し
か
し
、
あ
る
調
査
で
は
、
こ
こ

ろ
の
不
調
を
き
た
し
て
か
ら
精
神
科
治

療
に
結
び
つ
く
ま
で
の
期
間
が
、
全
国

平
均
17
・
３
か
月
に
対
し
、
宮
崎
県
は

悪質商法に注意を

暖房器具を使う前に点検を

10月に入り、朝晩がだんだんと冷え込み、暖房
器具を使う機会が多くなりました。昨年の建

物火災の出火原因の 4 位は、ストーブによるもので
した。しばらく使用していない暖房器具をそのまま
使用すると、故障し発火等を引き起こす可能性があ
ります。電気カーペット等は、表皮の破れ等による
感電や低温やけどの恐れもあります。
　暖房器具を使用する場合は、コードの傷みはない
か、灯油が変質していないか、しっかり清掃されて
いるかなどを確認しましょう。
　暖房器具の消し忘れは、火災につながる危険性が
あります。就寝前、外出の際は、必ず消しましょう。

え び の 市 内 で 、高 齢 者 宅 を 狙 っ た 高 額 な 布 団
の 押 し 売 り 等 の 悪 質 な 訪 問 販 売 が 増 え て

い ま す 。
　 訪 問 業 者 が「 無 料 で 布 団 を 回 収・洗 濯 し ま す 」
と 言 う の は 、高 額 な 商 品 を 購 入 さ せ る た め の 策
略 で す 。注 意 し ま し ょ う 。

【 悪 質 商 法 に 引 っ か か ら な い た め の ポ イ ン ト 】
○ 購 入 す る 気 が な け れ ば き っ ぱ り と 断 る
○ 断 っ て も 業 者 が 帰 ら な い 場 合 な ど は 、警 察 署
に 連 絡 す る 。
○ 万 が 一 購 入 し た 後 に 返 品 し た い と 思 っ た ら 、
す ぐ に ク ー リ ン グ オ フ の 手 続 き を す る （ 一 定 の
期 間 が 経 つ と で き な く な り ま す ）。

9月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 6件
救 急 80件� 年 計 646件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

9月の交通事故発生状況
人 身 4件 本年累計 74件
物 件 29件� 本年累計 250件

ま
す
。

　
「
男
は
弱
音
を
吐
く
も
の
で
は
な
い
」

と
い
っ
た
意
識
が
、
や
や
も
す
る
と
働

き
方
で
悩
む
男
性
を
自
殺
へ
と
追
い
込

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
「
男
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
固
定
的
性

別
役
割
分
担
意
識
を
変
え
て
、
男
女
が

共
に
家
庭
や
地
域
に
責
任
を
持
つ
仕
組

み
が
う
ま
く
形
成
で
き
れ
ば
、
女
性
は

も
ち
ろ
ん
、
男
性
に
と
っ
て
も
よ
り
暮

ら
し
や
す
く
な
る
社
会
を
築
い
て
い
け

る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

文
：
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y  

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画

　

男
女
共
同
参
画
は
、「
女
性
の
問
題

で
あ
る
」
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
実

は
「
男
性
の
問
題
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守

る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
っ
た
固
定
的
性

別
役
割
分
担
意
識
は
、
長
い
時
間
を
か

け
て
人
々
の
意
識
の
な
か
に
形
作
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

 

こ
の
意
識
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化

し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
根
強

く
残
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
が
育
児
に
積
極
的
に
関
わ
り
た

い
と
希
望
し
て
い
て
も
、「
職
場
が
育

児
休
業
を
取
り
づ
ら
い
雰
囲
気
で
あ

る
」
こ
と
や
「
周
囲
の
同
僚
へ
の
配
慮
」

な
ど
か
ら
、
育
児
休
業
を
取
得
し
た
く

て
も
取
得
で
き
な
い
と
い
う
現
状
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
働
き
盛
り
の
男
性
に
自

殺
者
が
多
い
こ
と
も
、
男
性
を
取
り
巻

く
問
題
の
一
つ
で
す
。自
殺
の
原
因
は

経
済
問
題
や
生
活
に
関
す
る
問
題
か
ら

悩
み
が
生
じ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
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八
月
の
小
鳥

田
代　

岩
元
定
子

む
し
暑
い　

夏
の
日

書
斎
の
窓
か
ら
外
を
見
る

車
庫
の
屋
根
に
名
の
知
ら
ぬ
小
鳥

チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
と
飛
び
歩
き

首
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り

あ
い
ら
し
い
鳥

屋
根
に
は
青
の
り
が
は
り

小
鳥
の
餌
が
あ
る
の
だ
ろ
う

小
鳥
よ　

小
鳥

こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
ゆ
く

ゆ
ら
ゆ
ら
と
野
山
に
咲
け
る
吾わ
れ
も
こ
う

亦
紅

心
地
よ
き
風
に
日
が
な
揺
れ
い
る

原
田　

岡
本
克
子

秋
の
深
ま
り
ゆ
く
と
草
露
に
も
冷
た
さ
を
感
じ

山
の
樹
々
は
燃
え
立
つ
紅
葉
と
な
る
。目
を
点

じ
る
と
野
原
に
暗
紫
色
の
小
さ
な
花
穂
を
つ
け

た
吾
亦
紅
が
、
ひ
そ
と
風
に
揺
れ
な
が
ら
、「
吾

も
恋
う
」
と
言
い
た
げ
に
咲
い
て
い
る
。「
源
氏

物
語
」
に
よ
く
出
て
来
る
愛
し
い
切
な
さ
を
思

わ
せ
る
花
で
あ
る
。詩
情
溢
れ
る
秀
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）

短
歌川

と
ん
ぼ
俎ま

な
い
た板

に
来
て
眠
り
を
り

　
　

向
江　

川
野
一
広

一
匹
の
川
と
ん
ぼ
が
俎
板
に
静
止
し
て
い
ま
す
。

止
ま
る
時
に
翅
を
畳
み
時
折
そ
れ
を
開
閉
さ
せ

る
仕
種
は
、
呼
吸
を
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、

ま
た
眠
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

食
材
を
殺
傷
し
、
か
つ
活
か
す
場
に
於
い
て
か

か
る
自
然
の
営
為
に
接
す
る
こ
と
は
些
か
残
酷

な
気
も
し
ま
す
が
。静
か
に
観
察
の
眼
を
移
す

と
、
微
動
だ
に
せ
ぬ
昆
虫
界
の
摂
理
に
、
思
わ

ず
口
許
が
弛
ん
で
き
ま
す
。（
自
註
）

俳
句詩

全国の図書館で広がるイ
ベント「ぬいぐるみおと

まり会」が絵本になりました。
　子どもたちは、大好きなぬ
い ぐ る み を 連 れ て 図 書 館 に
やってきます。一緒におはな
し会を楽しみ、ぬいぐるみを
寝かしつけて帰ると、今夜は
ぬいぐるみだけのおとまり会
です。誰もいなくなった夜の
図書館。ぬいぐるみたちは何
をするのか。あなたものぞい
てみませんか。

ぬいぐるみおとまりかい

岡田 千昌／著
（岩崎書店）

この本は、短いお話の中
に、とても奥行きのあ

る時間がつまった名作です。
　登場人物のエルゼアール・
ブフィエが、まるで実在する
人物のようです。物語である
ことを忘れ、読み終えたあと
に少し不思議な感覚と新鮮な
気持ちを味わうことができま
す。
　まだ、読んだことのない人
は、えびの市民図書館へおい
でください。

木を植えた人

ジャン・ジオノ／著
（文京・星興社）

月間行事 古本市（14日～ 16日）
1 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
2 日 映写会 10：30 ～　　　
4 火 休館日
5 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
7 金 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
8 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
9 日 1日図書館員体験 13：30 ～　　　

10 月 図書館休館日
12 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35
15 土 読書感想文・感想画表彰式 12：00 ～　　　
17 月 図書館休館日
18 火 ドリームカー（子育て支援センター） 10：30 ～ 12：00
19 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
21 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
22 土 おはなし会 10：00 ～ 11：00
23 日 リサイクル工作 13：00 ～ 15：00
25 火 図書館休館日
26 水 図書館休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35
28 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

パンの販売（菜の花堂） 10：00 ～ 11：00
29 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
30 日 ”みやざき犬”がやってくる 13：00 ～　　　

◎11月のスケジュール

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「面倒だから、しよう」　渡辺和子 著　幻冬舎
○「仕事のカタログ」　自由国民社
○「83歳女子高生球児」　上中別府チエ 著　主婦の友社
○「メイコの食卓」　中村メイコ 著　KADOKAWA
○「パンダです。」　大西亜由美 著　ワニブックス

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回
①飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

第
4
回
地
区
対
抗
市
民
球
技
大
会

　

10
月
10
日
、
市
内
3
つ
の
会
場
で
「
第
4
回
地
区

対
抗
市
民
球
技
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、ミ
ニ
バ
レ
ー
、グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
3
種
目
の
球
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
5
年
10
月
号
掲
載
）

力
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
に
歓
声

　

9
月
11
日
、
加
久
藤
地
区
体
育
館
で
「
第
22
回

え
び
の
市
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、２
２
０
人
が
参
加
し
、

ビ
ン
倒
し
リ
レ
ー
や
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
運
び
な
ど
の

競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
5
年
10
月
号
掲
載
）

市
内
の
お
年
寄
り
に
美
容
奉
仕

　

9
月
27
日
、県
美
容
環
境
衛
生
同
業
組
合
小

林
支
部
の
青
年
部
23
人
が
、あ
け
ぼ
の
園
を
訪

問
。
お
年
寄
り
に
美
容
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、お
年
寄
り
と
の
交
流
を
深
め
る
と

と
も
に
、髪
の
カ
ッ
ト
や
手
入
れ
な
ど
で
若
返

っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
5
年
10
月
号
掲
載
）

１
９
９
3

◎イベント
読書感想文・感想画表彰式
●とき＝11月15日（土）
●時間＝12：00 ～
●場所＝田の神さあの里”産業文化祭”会場

“みやざき犬”がやってくる
●とき＝11月30日（日）
●時間＝13：00 ～
●内容＝ひぃくん、むぅちゃん、
かぁくんがステージイベントを
行います。
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入札開始時間30分前（午後12時30分）には公売保証金納
付を済ませるようにしてください。
問市税務課収納対策室
☎35-1111（内線214・217・218）

陸上自衛隊都城駐屯地記念行事

　陸上自衛隊都城駐屯地では、「駐屯地開設63周年及び
第43普通科連隊創隊52周年記念行事」を行います。

【開催日】10月26日（日）
【時間】午前9時～午後3時
【場所】陸上自衛隊都城駐屯地
【内容】観閲式・観閲行進、空挺降下展示、ファンシード

リル、格闘訓練、模擬戦闘訓練展示、戦車・装甲車体験試
乗、装備品・写真展示、総合文化展、野外売店 など
問陸上自衛隊都城駐屯地広報室
☎0986-23-3944

平成27年度宮崎県東京学生寮
入寮者募集

【応募資格】東京都およびその周辺に所在する大学、短
期大学および修業年限2年以上の専修学校、専門課程等
に入学予定の男子学生、入学した場合住居に困窮する人、
経済上の理由により入寮を必要とする人 など

【募集人員】50人程度（1部屋2人定員）
【入寮期間】平成27年4月1日～平成29年3月31日
【寮費】19,100円※食事の提供はありません
【受付期間】10月28日（水）～ 12月26日（金）
【申込方法】入寮申込書に以下の書類を添付のうえ、募集

期間内に直接持参するか、郵送で申し込みください。
上半身の写真1枚（縦3㎝、横2.5㎝）、健康診断書、本人の
属する世帯の所得の年額を証明する書類、返信用封筒の

【申込書配布場所】各県税・総務事務所、宮崎県東京学生
寮、各市町村教育委員会、各高等学校 など

【申込先】宮崎県東京学生寮
〒102-0074 東京都千代田区九段南4-8-2
問宮崎県総務部総務課庁舎管理担当
☎0985-26-7290

農地の借り手になりませんか

　農地中間管理機構では、高齢農家等から農地を借り受
けて、その農地を集積・集約化して意欲的な農家に貸し
出す取り組みを行っています。
　機構から農地を借り受けたい人は、機構が行う借受希
望者の募集に応募し、借受希望者として登録される必要
があります。
※応募しないと、機構から農地を借り受けることはでき
ません。

【募集期間】11月10日（月）まで
【募集区域】市内全域または市内の区域
【募集対象者】

①「人・農地プラン」に掲載の地域の中心経営体
②認定農業者
③認定就農者
④集落営農法人
⑤農業生産法人 など

【応募方法】借受希望申込書を市畜産農政課担い手対策
係に提出してください。
※借受希望申込書は、宮崎県農業振興公社ホームページ

（ http://www.mnk.or.jp/ ）に掲載または市畜産農政課担
い手対策係にあります。

【応募時の確認事項】
①借受希望の農用地等の所在地域、種別、面積、農用地
の条件
②作付けしようとする作物の種別
③借り受けを希望する期間
④借り受けを希望する理由（規模の拡大、経営農地の集
約化、新規参入等）
⑤現在の農業経営状況（作目ごとの栽培面積等）

【借受希望者の公表】借受希望者として登録された人は、
宮崎県農業振興公社ホームページで公表されます。

【公表の内容】
①氏名または名称
②借り受けを希望した地区内の農業者、地区外の農業者、
新規参入者の別
③借り受けを希望する農用地等の種類、面積
④借り受けた農用地等に作付けしようとする作物の種別
※機構に農地を貸したい人は、市畜産農政課担い手対策

係で随時、受け付けています。
申・問市畜産農政課担い手対策係
☎35-1111（内線233・234）

参加しませんか
オリーブ栽培説明会

　市では、オリーブ栽培に興味のある人、植栽を考えて
いる人を対象に説明会を開催します。
　本年4月、市内2.6haに約1,080本のオリーブの苗を植
えました。将来は収穫した実から搾油を行い、えびの市
の新たな特産品として販売を行う予定です。

【申込期限】10月28日（火）
【対象者】今回の説明会は、えびの市民で、市内のほ場に

植栽を希望する人
※説明会の開催については、希望者に対してあらためて
連絡を行います。

【申込方法】以下の問い合わせ先に電話で申し込みくだ
さい。
申・問市畜産農政課農産園芸係
☎35-1111（内線223）
申・問JAえびの市農産園芸課
☎35-5756

パソコン相談
無料で相談に応じます

　パソコンの使い方
について、相談に応じ
ます。パソコン持ち込
みでの相談にも対応
します。
※パソコンの故障・修
理の対応はできませ
ん。

会　場 期　日 時　間

市文化センター
10月23日（木）、30日（木）、11
月6日（木）、20日（木）、25日

（火）、26日（水）、27日（木）
午前10時～午後3時

【対象】市内在住者で、パソコンの操作や設定などで困っ
ている人

【参加費】無料

【申込方法】市社会教育課へ電話で申し込みください。
【申込期限】相談期間内に事前に電話で申し込みください。
申・問市社会教育課（文化センター内）
☎35-2268

来場ください
「写団えびの」写真展
　「写団えびの」では、写真展を開催します。
　写真展では、市内の写真愛好家で組織している「写団
えびの」会員の宮日総合美術展等の入賞・入選作品をは
じめ、約30点の力作を展示します。

【期間】11月8日（土）～ 11月16日（日）
【開館時間】午前10時～午後6時（日・祝日は午後5時まで）
【場所】市歴史民俗資料館
【休館日】11月10日（月）
問市歴史民俗資料館
☎35-3144

宮崎県と合同で
不動産公売を行います

　市では、宮崎県と合同で市税滞納処分に伴う不動産の
公売を行います。

【公売物件】宮崎県えびの市大字永山字蔵ノ前78番地1　
［土地］1筆
［建物］1棟
【見積価格】1,634,000円
【公売保証金】170,000（当日、入札前に支払う金額です）
【入札日】11月6日（木）
【入札時間】午後1時～午後2時
【開札日】11月6日（木）
【開札時間】午後2時01分～
【終了予定時刻】午後2時30分
【入札・開札場所】宮崎県庁7号館4階 744号
【売却決定日】11月13日（木）
【代金納付期限】11月13日（木）午後2時まで
【代金納付場所】市税務課

※入札は、公売保証金納付後になります。
※入札時間は、午後1時からです。事務手続き上、公売保
証金納付時に事務処理の時間がかかる場合があります。
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市 民 図 書 館 に 取 材 に 行 ってきました 。学 生 のころ は
よく、勉 強 をするため 、図 書 館 を 利 用して いました 。

図 書 館 の 静 け さの 中 で の 勉 強 は、は かどりました 。久し
ぶりに 図 書 館 を 訪 れ 、あ のころ を思 い 出し 、懐 かし い 気
持ちになりました 。皆 さんも、図 書 館に 行ってみませんか。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 平 松 ）

人　口 20,094人（ +2人）

男性／ 9,411人（ +10人）　女性／ 10,683人（－8人）

転入／ 42人　転出／ 33人
出生／ 19人　死亡／ 26人

世帯数 8,951世帯（ +16世帯）
（平成26年10月1日現在）

E
d
ito

r's

今月の納税◎ 今月の 表 紙
9 月14 日、国 際 交 流 セ ン ターで 行
わ れ た「 シ バ フd e フ リ マ3」。野
外 ス テ ー ジ で は、飯 野 高 校 生 の
ファッション ショー が 行 わ れ まし
た 。

国民健康保険税 第4期　個人市県民税第3期
後期高齢者医療保険料 第4期　介護保険料第4期
10月31日（金）までに納めましょう。

参加ください。平成27年成人式

　市では、平成27年成人式を開催します。新成人該当者
は、ぜひ参加ください。

【開催日】平成27年1月5日（月）
【時間】午前10時～ 受付:午前9時～
【会場】市文化センター
【対象者】平成6年4月2日から平成7年4月1日までに生ま

れた市内在住者、または市内出身者
※住民基本台帳に登載されている人については、案内状
を送付します。
※現在、市外に居住している人も、えびの市の成人式に
参加できます。

【その他】参加する人は、なるべく事前に電話または
ファックス、メール等で申し込みください。
申・問市社会教育課社会教育係
☎35-2268
FAX 35-2908
メールアドレス：shakaikyoiku@city.ebino.lg.jp

平成27年成人式の
意見発表者を募集します

　市教育委員会は、平成27年1月5日に開催する成人式で
「新成人者意見発表」を実施します。その発表者（ 2人程

度）を募集します。
【応募資格】平成6年4月2日から平成7年4月1日までに生

まれた市内在住者または出身者で平成27年成人式に出
席できる人

【応募先】えびの市教育委員会 社会教育課
［住所］〒889-4311　えびの市大字大明司2146-2
【応募締切】11月25日（火）

【テーマ】テーマは自由です。「成人を迎えて」、「成人に
なって思うこと」、「えびの市の将来」、「これからの自分」
など、今思っていることを自由にお書きください（ 400
字詰め原稿用紙2 ～ 3枚程度）。

【その他】応募多数の場合は、審査のうえ発表者を決定し
ます。その場合、審査結果は11月28日（金）までに本人
に通知します。
※応募原稿は返却しません。ご了承ください。
申・問市社会教育課社会教育係
☎35-2268
FAX 35-2908
メールアドレス：shakaikyoiku@city.ebino.lg.jp

Sマークは「安全・清潔・安心」の証明

　11月は、標準営業約款（ Sマーク）普及登録促進月間で
す。
Sマークは、理容業、美容業、クリーニング業、めん類飲
食店営業、一般飲食店営業の5業種で導入されています。 
　Sマーク登録店は、「安全」、「安心」、「清潔」が保証され
ており、事故が発生した場合の損害賠償、施設の整備の

内容、仕事やサービスの内容について、信頼できるお店
です。
　お店選びは、厚生労働大臣認可のSマーク登録店を利
用することをお勧めします。
問公益財団法人宮崎県生活衛生営業指導センター
☎0985-25-1466

パークレンジャーになろう

　一般財団法人自然公園財団えびの支部では、「きみも
いっしょに自然をまもるパークレンジャーになろう！」を開
催します。
■第1回

【内容】講師と一緒に自然観察します。また、登山時に、ゴ
ミ拾いなど自然を守るレンジャーの仕事を体験します。

【日時】11月16日（日）午前9時～午後3時
【場所】栗野岳周辺

■第2回
【内容】冬のえびの高原で雪や氷の世界を楽しく体験します。

また、シカ革を使ったクラフト体験を行います。
【日時】平成27年1月25日（日）午前9時30分～午後3時
【場所】えびのエコミュージアムセンター

■共通事項
【対象】小・中学生とその保護者（希望者）
【定員】20人
【参加費】無料
【申込方法】えびのエコミュージアムセンターにファックス

または電話で事前に申し込みください。定員になり次第締
め切ります。

【用意するもの】お弁当、飲み物、歩きやすい服装と靴、筆
記用具、雨具、防寒着など。

【その他】　
・どちらか１回のみでも参加できます。

・スケジュール・プログラムは天候などの状況により変更す
る場合があります。
・荒天時は中止します。中止の場合は、事前に連絡します。
・イベント中に撮影した写真は、ホームページ等に使用する
場合があります。
申・問えびのエコミュージアムセンター
☎33-3002
FAX 33-5914

おかしいなと思ったら迷わず連絡を

　11月は、児童虐待防止推進月間です。
　子どもへの虐待は、身体的虐待や心理的虐待、ネグレク
ト（育児放棄）、性的虐待などが重複して起こっていること
が少なくありません。
　児童虐待は、皆さんの身近なところで起きているかもし
れません。もし、皆さんが「虐待を受けたと思われる子ども」
を見つけたら、迷わずすぐに、都城児童相談所や市役所に
連絡（通告）してください。通告は子どもとその保護者に救
いの手を差し伸べる大切な一歩です。連絡した人の秘密は
厳守します。

【平成26年度児童虐待防止推進月間における標語】
「ためらわず 知らせてつなぐ 命の輪」
【相談窓口】
・子ども人権110番 ☎0120-007-110
・都城児童相談所 ☎0986-22-4294
・市保健センター ☎35-2446
・市子育て専用ダイヤル ☎35-0732
問市福祉事務所子育て支援係
☎35-1111（内線264・267）
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大浪池と紅葉
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韓
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写真：大浪池と韓国岳（撮影：平成20年11月4日）

韓国岳を背景に、大浪池の真っ青な湖面には紅葉が
映え、美しい光景が広がります。

大浪池 標高 1,241m、頂部に直径 600 ｍの火口湖を抱く。約５万年前に噴火
をしてできた。霧島山の中では、比較的古い火山で豊かな森が広がり、
モミ・ツガの大木やマンサク、オオヤマレンゲなどがみられる。


